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　Special Theme 2: Minorities with a Focus on Koreans Living in Japan
and Their Communities
miyashiTa Ryoko*
は じ め に
在日コリアン 1) が集住する地域は，その歴史的経緯 2) により産業労働者として生計を立てて
いたことから，主に都市部であることは自明のものである。その中でもっとも人口が集中し
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4) 大阪市都島区 JR 桜ノ宮駅周辺の旧淀川の河川敷にあった民俗宗教施設。主に在日済州島出身者の賽
神（巫儀）センターであったが，2010 年 8 月に行政側の立ち退き要求に応じ，龍王宮の建物は撤去







































































































































かにしている。調査対象は，生野区にあるデイサービスの Sa（定員 20 名で，利用者は全員，
在日高齢者），Mu（定員 25 名で，利用者は 5 割が在日高齢者，残り 5 割が日本人高齢者），
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